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ミュニケーションが円滑となるよう、既存の機器に付加可能な情動インタフェイス（他人

の情動を判断し提示するツール）の開発などが期待されます。 

 

＜参考図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 左右脳活動の不均衡状態 

謝罪を受けた謝罪群に比べ、受けなかった怒り群は怒りの接近動機の生起を表す左右脳

活動の不均衡状態が増大している。 
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図２ 自律神経系反応の結果 

Ａが心拍反応、Ｂは汗の反応を示している。謝罪の効果は心拍反応では認められたが、

汗の反応では認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 「快・不快尺度（ＰＡＮＡＳ）」（日本語版）と 

「状態攻撃性尺度（ＳＴＡＸＩ）」（日本語版）の結果 

 

謝罪の効果は攻撃状態を反映する心理尺度にのみ認められ、不快な気分状態を反映する

心理尺度には認められなかった。 
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＜用語解説＞ 

注１）情動情報 

情動とは、出来事に対して自動的に生起する快・不快を伴う心と体の応答で、心拍や発

汗、紅潮など生理的な変化を伴う場合もある。対人コミュニケーションには必ず情動が伴

い、コミュニケーションの成否には言語情報よりも情動情報のほうが大切である場合が多

い。 

 

注２）基本情動 

情動のうち、ヒトと動物に共通な生得的な情動で、「怒り」のほかに「喜び」、「悲しみ」、

「恐れ」、「嫌悪」、「驚き」があるとされる。 

 

注３）中枢神経系反応、自律神経系反応、心理反応 

中枢神経系反応は主に脳活動のことを指す。情動に限らず、ヒトの心的活動には脳活動

が深く関わっているが、情動に伴って生起するヒトの行動や身体的反応は、脳活動が関連

していることは明らかであり、情動に伴う中枢神経反応系は近年盛んに検討されている。

自律神経系反応は交感・副交感神経系からなり、心臓血管神経系や、汗腺、呼吸などを指

す。これらの指標は、情動に鋭敏な指標として、古くから検討されている。その結果、自

律神経系反応には、情動ごとに生起するパターンが異なることが知られている。本研究に

おける心理反応とは、ヒトが自分の情動状態について、主観的にどのように感じているか

を質問紙で測定し、心理反応として用いている。 

 

注４）生理指標と主観指標 

情動にはさまざまな身体反応が伴う。そうした身体反応を測定する指標を生理指標と呼

ぶ。生理指標は広義では中枢神経系反応と自律神経系反応を包括した意味で使用されるが、

それらを個別に使用した場合も生理指標と呼ぶ場合もある。生理指標で得られる反応は自

覚する反応もあれば、自覚できない反応もあり、主観指標に比べて客観性が高いとも言わ

れる。主観指標（尺度）とは、ヒトが持つ自らの状態や性向に対する解釈を測定する指標

である。主に、心理テストなどの質問紙調査や面接調査などが指標として用いられる。 
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＜論文名＞ 
 
“Apology isn't good enough: An apology suppresses an approach motivation but not 

the physiological and psychological anger measured by EEG, heart rate, and skin 

conductance level.” 

（謝罪は充分ではない：謝罪は怒りの接近の動機づけを抑制するが生理的・心理的怒り  

までは抑制しない－中枢・自律・主観指標による検討－） 

 

 


